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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 334,128 5.8 7,680 1.2 8,687 △4.8 6,018 △5.9

2024年３月期第３四半期 315,713 △3.9 7,589 6.5 9,124 3.1 6,398 2.1
(注)包括利益 2025年３月期第３四半期 6,385百万円( △7.2％) 2024年３月期第３四半期 6,883百万円( 11.8％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 309.24 －

2024年３月期第３四半期 329.36 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 177,019 82,955 46.9

2024年３月期 161,180 78,001 48.4
(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 82,951百万円 2024年３月期 77,999百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － － － 80.00 80.00
2025年３月期 － － －
2025年３月期(予想) 110.00 110.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 412,000 0.4 9,400 4.7 10,800 0.2 11,000 46.4 565.06
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 19,522,552株 2024年３月期 19,522,552株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 42,532株 2024年３月期 81,535株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 19,462,650株 2024年３月期３Ｑ 19,426,706株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についての注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１.当四半期決
算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用環境の改善や訪日観光客の増加などを背景に、緩やか

な回復基調で推移しました。一方、先行きについては、米国の政権交代に伴う通商・貿易政策の変更や、欧州で

の紛争、中国の景気鈍化など、世界景気の下振れ要因となりうる事案が散見され、日本経済への影響が懸念され

ております。日本国内では物価上昇が顕著となり賃上げが進むものの、消費者の節約志向は変わらず堅調で、今

後の経済の動向は不透明な状況となっております。

食肉業界では、乱高下する為替相場や飼料価格の高止まりに加え、各地の豚熱発生や猛暑による国産豚肉の生

産量減少により豚肉相場が急騰した影響もあり、厳しい調達環境となりました。販売環境においては、インバウ

ンド需要の回復はあるものの、全体的な価格高騰の中で比較的安価な食肉に消費が移行しており、食肉全体とし

ては力強さに欠ける厳しい事業環境が続いております。

このような状況下、当社グループは「収益構造の再構築とサステナブルな事業運営」をテーマに据えた中期経

営計画の２年目を迎え、計画達成に向けた施策に取り組んでまいりました。

海外販売強化策として、当社の輸出向けブランドである「AKUNE GOLD」を“日本の食品”輸出EXPOをはじめ多

くの国内外の展示会に出展し拡販を進め、豪州産Wagyu協会が開催したコンテストでは当社ブランドの八桜牛が金

賞、御櫻牛が銀賞・銅賞をそれぞれ受賞し、今後の拡大の可能性を広げることができました。また、今後の海外

展開の主軸とする豪州Wagyuの供給強化を目的に豪州の牛肥育企業であるYORKRANGE社の株式取得に関する決議を

しました。今後はこの農場で豪州Wagyuの生産に直接関与しつつ、中国や東南アジアを中心とした第三国への販売

までトータルに手掛けることでサプライチェーン強化を図ります。

国内においては、「2024スターゼングループ秋冬商品提案会」を初めて開催し、当社の商品技術や強みを活か

した新商品を提案、プロセスセンターおよびスキンパックの機能を活かした人手不足対策や海外進出サポートに

関する取り組みなどを紹介しました。

加えて、物流の2024年問題への対応として、新たな中継拠点の設置や物流網の再整備に取り組み、物流効率化

に注力しております。

サステナブルな事業運営においては、当社グループの掲げる2030年度に向けた温室効果ガスの削減目標がパリ

協定で定められた「1.5℃目標」と整合しているとして国際認定であるSBT認定を受けました。持続的に強固な経

営の実現に向けてサプライチェーン全体の温室効果ガスの削減に取り組んでまいります。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は334,128百万円（前年同四半期比5.8％増）、営業利

益は7,680百万円（前年同四半期比1.2％増）、経常利益は8,687百万円（前年同四半期比4.8％減）、親会社株主

に帰属する四半期純利益は6,018百万円（前年同四半期比5.9％減）となりました。

事業部門別の営業概況は、次のとおりです。

（単位：百万円）

各事業部門の売上高 当第３四半期

連結累計期間

前年同四半期 増減額 増減率

（％）

食肉関連事業 331,715 313,216 18,499 5.9

食肉 262,895 249,143 13,752 5.5

加工食品 59,945 53,626 6,318 11.8

ハム・ソーセージ 7,335 8,788 ▲1,452 ▲16.5

その他 1,539 1,658 ▲118 ▲7.2

その他の事業 2,413 2,496 ▲83 ▲3.4
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また、部門別の業績は次のとおりです。

（食肉）

国内事業は、物価高による実質的な可処分所得の減少により消費マインドが低下し、国産鶏肉などの比較的安

価な食肉への需要シフトの動きがみられました。一方で、和牛の海外輸出が堅調に推移したことから国産牛肉の

収益が改善しました。以上の結果、売上高、売上総利益ともに前年同四半期を上回りました。

カテゴリー別の業績は次のとおりです。

国産食肉においては、節約志向の高まりによる国産鶏肉の需要拡大や国産豚肉の相場高などの要因により、取

扱量・売上高ともに前年同四半期を上回りました。売上総利益は、国産牛肉・国産鶏肉の相場が安定していたこ

とから前年同四半期を上回りました。

輸入食肉においては、現地相場高や円安により輸入食肉価格が高止まりしたことから、取扱量・売上総利益は

前年同四半期を下回りましたが、売上高は前年同四半期を上回りました。

輸出事業は、国内外の展示会に積極的に出展し、当社の輸出専用ブランド“AKUNE GOLD”や豪州産Wagyuの販売

拡大を図ったことで、台湾、ヨーロッパ向け輸出が特に好調に推移しました。

（加工食品）

加工食品は、ハンバーグ商品群やローストビーフ関連商品が堅調に推移したため、取扱量・売上高・売上総利

益は前年同四半期を上回りました。

（ハム・ソーセージ）

ハム・ソーセージは、原材料価格のコスト上昇を踏まえ、価格改定や商品の統廃合、工場オペレーションの改

善に努めたものの、取扱量・売上高・売上総利益は前年同四半期を下回りました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比べて、9,189百万円増加し、114,425百万円となりました。これは、主とし

て前渡金が減少したものの、商品及び製品、受取手形及び売掛金が増加したことによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末と比べて、6,653百万円増加し、62,586百万円となりました。これは、主として

建設仮勘定が増加したことによるものであります。

この結果、総資産では、前連結会計年度末に比べて、15,838百万円増加し、177,019百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末と比べて、9,630百万円増加し、64,043百万円となりました。これは、主として

短期借入金、買掛金が増加したことによるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末と比べて、1,254百万円増加し、30,021百万円となりました。これは、主として

長期借入金、繰延税金負債が増加したことによるものであります。

この結果、負債合計では、前連結会計年度末に比べて、10,885百万円増加し、94,064百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末と比べて、4,953百万円増加し、82,955百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の連結業績予想につきましては、2024年５月10日付け公表の「2024年３月期 決算短信」に記載の

業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,023 14,653

受取手形及び売掛金 32,887 39,054

商品及び製品 34,123 42,249

仕掛品 749 818

原材料及び貯蔵品 2,388 1,640

前渡金 12,667 8,568

その他 5,399 7,488

貸倒引当金 △2 △49

流動資産合計 105,236 114,425

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,733 12,136

土地 12,916 12,880

その他（純額） 5,257 11,087

有形固定資産合計 30,907 36,104

無形固定資産

その他 3,539 3,911

無形固定資産合計 3,539 3,911

投資その他の資産

投資有価証券 20,022 21,212

その他 1,462 1,358

投資その他の資産合計 21,485 22,571

固定資産合計 55,932 62,586

繰延資産 12 7

資産合計 161,180 177,019
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 18,715 20,382

短期借入金 5,823 14,031

1年内返済予定の長期借入金 10,000 8,838

未払法人税等 1,883 886

賞与引当金 1,817 854

その他 16,172 19,050

流動負債合計 54,412 64,043

固定負債

社債 5,000 5,000

長期借入金 18,507 19,264

退職給付に係る負債 1,960 1,972

債務保証損失引当金 423 519

その他 2,875 3,264

固定負債合計 28,766 30,021

負債合計 83,179 94,064

純資産の部

株主資本

資本金 11,658 11,658

資本剰余金 12,502 12,534

利益剰余金 50,369 54,833

自己株式 △190 △99

株主資本合計 74,339 78,926

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,311 3,466

繰延ヘッジ損益 61 250

為替換算調整勘定 181 211

退職給付に係る調整累計額 105 96

その他の包括利益累計額合計 3,659 4,025

非支配株主持分 2 3

純資産合計 78,001 82,955

負債純資産合計 161,180 177,019
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 315,713 334,128

売上原価 284,106 301,862

売上総利益 31,606 32,265

販売費及び一般管理費 24,017 24,585

営業利益 7,589 7,680

営業外収益

受取利息 19 27

受取配当金 148 154

持分法による投資利益 830 969

不動産賃貸料 130 113

受取保険金及び配当金 431 384

補助金収入 204 78

その他 433 314

営業外収益合計 2,198 2,042

営業外費用

支払利息 445 580

不動産賃貸費用 48 42

その他 168 412

営業外費用合計 662 1,034

経常利益 9,124 8,687

特別利益

固定資産売却益 269 70

投資有価証券売却益 49 0

特別利益合計 318 70

特別損失

固定資産売却損 0 0

固定資産除却損 27 7

投資有価証券売却損 6 -

特別損失合計 34 7

税金等調整前四半期純利益 9,408 8,749

法人税、住民税及び事業税 2,422 2,371

法人税等調整額 587 358

法人税等合計 3,009 2,730

四半期純利益 6,399 6,019

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,398 6,018
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 6,399 6,019

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 528 252

繰延ヘッジ損益 △176 190

為替換算調整勘定 132 5

退職給付に係る調整額 1 △7

持分法適用会社に対する持分相当額 △2 △75

その他の包括利益合計 483 366

四半期包括利益 6,883 6,385

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,882 6,384

非支配株主に係る四半期包括利益 1 0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

(実在性を確認できない取引に関する事項)

当社は、当社の従業員により2018年８月以降行われた循環取引（取引先数社と当社による架空売上の循

環）等の不適切な取引が行われている疑義について、2024年１月15日に特別調査委員会より受領した調査結

果報告書における調査結果を踏まえ、取引の実在性を確認できないものについての売上高及び売上原価の取

り消しを行っております。これに伴って、当該取引の支払総額1,346百万円を仮払金として流動資産の「その

他」に含めて計上するとともに、受取総額1,355百万円を仮受金として流動負債の「その他」に含めて計上し

ております。

現在、本件に関する関係者との協議を進めておりますが、状況によっては、当該仮払金及び仮受金が、当

社の財政状態及び経営成績に影響を与える可能性があります。

（セグメント情報等）

前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自 2024

年４月１日 至 2024年12月31日)

当社グループは、生産肥育から食肉の処理加工、製造、販売に至るまでの事業を主に国内で行う「食肉関連事

業」を中心に事業活動を展開しており、報告セグメントは「食肉関連事業」のみであるため、セグメント情報の記

載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 2,242百万円 2,446百万円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月19日

スターゼン株式会社

取 締 役 会 御 中

EY新日本有限責任監査法人

東 京 事 務 所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 安 藤 勇

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 須 田 憲 司

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているスターゼン株式会社の2024年４月１日から2025年３

月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日まで）及び第３四半期連結

累計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、

四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。
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監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。




